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大
宮
地
域
西
塩
子
地
区
に
保
存
さ
れ
て
い

る
西
塩
子
の
回
り
舞
台
は
、
回
り
舞
台
の
付

い
た
組
立
式
農
村
歌
舞
伎
舞
台
で
、
現
存
す

る
中
で
は
日
本
最
古
の
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
り
舞
台
と
は
、
舞
台
床
の
一
部
を
円
形

に
切
り
抜
き
、
こ
れ
を
回
転
し
て
舞
台
転
換

を
し
た
り
、
印
象
的
な
演
出
効
果
を
得
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
床
の
機
構
の
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
興
っ
た
歌
舞
伎
は
、

市
川
団
十
郎
な
ど
の
名
優
や
、
井
原
西
鶴
、

近
松
門
左
衛
門
と
い
っ
た
名
脚
本
家
の
登
場

に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
人
々
に
熱

狂
的
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
狂
ぶ
り

は
、
江
戸
や
京
都
な
ど
の
中
心
地
だ
け
で
な

く
、
こ
の
あ
た
り
の
よ
う
な
農
村
地
域
に
も

伝
わ
り
、
昭
和
初
年
ま
で
日
本
各
地
に
歌
舞

伎
の
舞
台
は
作
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
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江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
芝
居
や
歌
舞
伎
な

ど
で
長
年
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
舞
台

も
、
様
々
な
娯
楽
の
普
及
に
よ
り
、
昭
和　
２０

年
ご
ろ
を
最
後
に
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
９
年
に
西
塩
子
地
区
の
皆
さ
ん
の
熱
意

に
よ
り
舞
台
の
復
元
作
業
が
行
わ
れ
て
歌
舞

伎
が
上
演
さ
れ
、
翌
年
は
西
若
座
を
結
成
し

て
自
分
た
ち
も
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
協
力

で
回
数
を
重
ね
、
今
年
の　

月
、
５
回
目
と

１０

な
る
公
演
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
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回
り
舞
台
は
、
青
竹
の
ア
ー
チ
型
の
天
井

が
付
き
、
間
口
、
奥
行
き
と
も
約　

㍍
、
高

２０

さ
７�
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
柱
や 
束 
に

つ
か

使
用
す
る
材
木
２
０
０
本
余
と
、
屋
根
に
用

い
る
真
竹
３
０
０
本
余
で
組
み
上
げ
、
真
竹

は
毎
回
伐
り
出
し
ま
す
。

　

規
模
の
大
き
な
舞
台
作
り
の
た
め
、
作
業

は
か
な
り
大
掛
か
り
な
も
の
と
な
り
、
西
塩
子

地
区
の
舞
台
保
存
会
の
中
で
結
成
し
た
舞
台

組
み
立
て
班
が
中
心
と
な
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

舞
台
の
場
所
は
例
年
と
同
様
、
大
宮
公
民

館
塩
田
分
館
の
グ
ラ
ン
ド
。
組
み
立
て
は
９

月　

日
か
ら
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

２４

　

公
演
後
、
舞
台
は
１
日
で
解
体
さ
れ
、
会

場
は
も
と
の
静
か
な
空
き
地
に
戻
り
ま
す
。

昔
は
晩
秋
の
麦
蒔
き
前
の
畑
を
借
り
上
げ
て

舞
台
を
組
立
て
、
芝
居
が
終
わ
る
と
村
人
総

出
で
畑
を
耕
し
、
持
ち
主
に
返
し
た
そ
う
で
す
。
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平
成
９
年
の
舞
台
復
活
後
、
西
塩
子
地
区

の
皆
さ
ん
は
、
地
芝
居
の
一
座
「
西
若
座
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
公
演
へ
向
け

て
練
習
の
真
っ
最
中
。
素
晴
ら
し
い
舞
台
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
の
公
演
で
は
伝
統
芸
能
を
後

世
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
、
総
合
的
な
学
習
で

歌
舞
伎
や
舞
踊
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
元
塩

田
小
学
校
の
児
童
や
、
子
ど
も
歌
舞
伎
（
常

磐
津
）
伝
承
教
室
に
参
加
し
て
い
る
市
内
の

児
童
に
よ
る
舞
踊
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
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▲平成１３年第１回定期公演の様子

▲前回の組み立ての様子
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３
年
に
１
度
と
は
い
え
、
舞
台
の
組
み
立

て
と
公
演
の
実
施
に
は
大
変
な
労
力
を
必
要

と
し
、
西
塩
子
地
区
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
限

界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
か
ら
、
回
り
舞
台
を

１３

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
裁
縫
の
好
き
な
方
は
衣
裳
づ
く

り
、
日
曜
大
工
が
趣
味
の
方
は
舞
台
道
具
の

製
作
、
そ
の
他
情
報
の
発
信
、
メ
ー
キ
ャ
ッ

プ
な
ど
。
先
月
お
伝
え
し
た
大
幕
作
り
も
そ

の
一
例
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活

か
し
、
歴
史
あ
る
舞
台
を
次
の
世
代
へ
伝
え

て
い
こ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、
西
塩
子
の
他
に
も
下
小
瀬
、

下
桧
沢
、
門
井
、
国
長
地
区
に
も
素
晴
ら
し

い
組
立
て
式
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
立
派
な
山
車
や
屋
台
が
出
る
歴
史
あ
る

祭
礼
や
、
昔
か
ら
の
神
事
な
ど
が
各
地
に
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
舞
台

と
同
様
、
戦
後
か
ら　

年
程
の
間
に
人
々
の

５０

生
活
や
意
識
の
変
化
か
ら
消
え
去
っ
た
り
規

模
が
縮
小
さ
れ
た
り
と
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
態
で
す
。

　

今
後
、
西
塩
子
の
舞
台
復
活
に
お
け
る
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
伝
統
文
化
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
理

解
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲

西
若
座
の
練
習
風
景

▲衣装作りの作業風景

１０月２８日
��������������	��
��（塩田小学校３・４年生）

こ だから さん ば そう

　「三番叟」は老人の姿をした神が天下泰平・五穀豊穣等
を祝して舞う姿を芸能化した能の「翁」を歌舞伎舞踊に
取り入れたもので、様々な趣向で多くの曲が作られまし
た。この曲は、１２人の子を持つ子福者が四季の遊びのお
もしろさを物語る内容で仕立てられた常磐津で、幕開き
等に演ずるおめでたい曲です。

��������������	��
��（塩田小学校３・４年生）
しら なみ ご にん おとこ

　“白浪”とは盗賊のことで、日本駄右衛門を首領とす
る、弁天小僧菊之助、南郷力丸、忠信利平、赤星十三郎
の五人の盗賊団の物語。五人は呉服商浜松屋に盗みに入
ろうとしますが、ひょんな事から浜松屋の主人幸兵衛が
菊之助の実父、浜松屋の養子の宗之助が駄右衛門の実子
ということが判明し、一同は何も盗らずに桜満開の稲瀬
川堤に落ちのびます。捕手を前に五人それぞれが、自分
の来歴を七五調の名ゼリフで語る場面が見どころ。回る
舞台も御注目！

�����������（常磐津教室参加児童）
まさ かど

　常磐津の名曲。雷鳴がとどろく場面があり、雨乞いの
意味を持たせて地方の祭礼で多く上演されました。平将
門の娘滝夜叉姫は、将門の残党を詮議する君命を受けて
相馬の古御所に忍び込んだ 大  宅  光  國 を、色仕掛けで味方

おお や みつ くに

に引き入れようとしますが、本性を見抜かれて大立ち廻り。
豪華な衣装をご覧あれ（２９日も出演者を替えて上演）。

��������������	��
���������������������（西若座）
すが わら でん じゅ て ならい かがみ てら こ や だん

　菅原道真の元家臣武部源蔵は夫婦で流刑となった 主 の
あるじ

子秀才をかくまっていますが、これが露見し秀才の首を
差し出せと命令されます。思案に暮れた二人は自らが開
く寺子屋に入門してきた子を 殺 め、秀才の首と偽って検

あや

分に来た松王丸に渡します。しかし、実はその子は道真
の恩を受けた松王丸の子で、身代わりを覚悟で寺入りさ
せていたのです。源蔵夫婦や松王丸夫婦が子を悼む場面
が涙を誘う、地芝居の 十八番 です。

お は こ

１０月２９日
��������	
��（真壁白井座）
　幼い頃の病気が元で盲目となった沢市の目を治そう
と、女房のお里は毎朝、壺坂の観世音に参拝していまし
た。事情を知らない沢市は妻の不倫を疑いますが、妻の
貞節を知り苦労をかける自分を責めて壺坂の断崖から身
を投げます。それを見つけたお里も、後を追って谷底に
飛び込みます。そこへ観世音菩薩が現われて…。
　「三つ違いの兄さんと」ではじまるお里の口説きで有名
な、涙なくしては見ることのできない名曲です。
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常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
７
月　

日
告
示
さ

３０

れ
、
投
開
票
が
８
月
６
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
有

権
者
数
は
、
３
９
、６
８
９

人
（
男
１
９
、３
７
３
人
・
女

２
０
、３
１
６
人
）
で
、
投
票

者
数
は
２
９
、８
２
２
人
で

し
た
。

　

投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
、
市
内　

ヵ
７４

所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投

票
率
は　
・
１
４
％（
大
宮
地

７５

域　

・
８
２
％
、
山
方
地
域

６９

　
・
５
６
％
、
美
和
地
域　
・

８２

８１

７
６
％
、
緒
川
地
域　

・
１
８１

７
％
、
御
前
山
地
域　

・
５
８０

６
％
）。
開
票
は
、
午
後
７

時　

分
か
ら
、
西
部
総
合
公

３０
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、　

人
２６

の
新
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

候
補
者
氏
名

�
川　

美
保

野
上　

台
一

仲
田　

好
一

木
村
久
美
子

淀
川　

茂
樹

金
子　
　

卓

砂
川　

清
実

�
 
村 　

和
郎

冨
山　

修
三

秋
山　

信
夫

木
村　

勝
昭

駒
田　
　

強

岡 �
　
 
榮
一

小
森
敬
太
郎

瀧　
　

正
秀

岡
山　

和
夫

小
森　

敏
雄

小
橋　

輝
夫

岡 �
　
 
不
忘

小
林　

千
里

川
上　
　

博

掛
札　

行
雄

堀
江　

武
久

武
石　

寿
長

堀
江　

鶴
治

内
田　

勝
廣

皆
川　

勝
博

角
田　

二
雄

住
所

鷹

巣

東

野

東

野

家
和
楽

長

倉

岩

崎

富

岡

長

田

上
岩
瀬

根

本

小

貫

中
富
町

鷲

子

野

上

宇
留
野

小
田
野

小

場

石

沢

野
中
町

辰
ノ
口

野

口

上
小
瀬

舟

生

氷
之
沢

大

岩

小

舟

野

口

千

田

年齢
　
５０

　
５４

　
５５

　
５３

　
５２

　
５５

　
５８

　
５３

　
７１

　
５７

　
６７

　
５８

　
６５

　
３７

　
４２

　
６５

　
５７

　
５７

　
５７

　
６４

　
５９

　
５２

　
６３

　
５０

　
６４

　
５３

　
５６

　
５６

党　

派

公
明
党

無
所
属

公
明
党

無
所
属

無
所
属

日
本
共
産
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

日
本
共
産
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

前新新前前前前前前前前前前前前新前前新前前前新前前前前前前前

得
票
数

１
、４
１
６

１
、３
８
７

１
、３
６
６

１
、３
６
５
・　
００４

１
、２
５
１

１
、１
９
０

１
、１
８
１

１
、１
５
９
・　
１５２

１
、１
１
０

１
、０
９
５

１
、０
８
９
・　
９９５

１
、０
７
８

１
、０
６
８
・　
２５３

１
、０
１
９
・　
１１９

１
、０
１
９

９
９
４
・　
８４７

９
８
４
・　
８８０

９
６
１

９
４
６
・　
７４６

９
４
６

９
３
１

９
２
８

８
７
４
・　
１６０

８
７
１

８
５
２
・　
８３９

７
９
０
・　
５０２

７
８
３
・　
４９７

７
７
９

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

�当
 

●
開
票
結
果
（
得
票
順
）
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≪例≫

司法処分最終通告
分類番号　　　Ｆ○○○○○－○○

　この度通知させて頂きましたのは、未だ支払われて
いない未納料金に対して、原告側が訴訟を提起された
ので、こちら側から第一通告書を送らせて頂きまし
た。つきましては、ご連絡が無い場合は裁判を取り行
う事とします。欠席裁判につきましては、原告側の主
張を全面的に受理させて頂きます。
　なお、原告側の主張が受理された場合、裁判所から
の強制執行という形でご自宅に未納料金の請求をさせ
て頂きます。又は、こちら側から第二通告書の方を送
らせて頂きますので裁判所に出廷という手続きにさせ
て頂きます。
＊最近架空請求業者の新しい手口として個人情報を悪
用し裁判制度を利用する手口もみられます。
　万が一身に覚えの無い方は早急にご連絡下さい。
こちらで確認業務を取らせて頂きます。

〒○○○－○○○○
　東京都××区×××○－○－○
　　　０３－○○○○－○○○○
　　　　　民事総合管理センター

新しい手口！
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　最近、最終通告書の中に赤文字で「最近架空請
求業者の新しい手口として個人情報を悪用し裁判
制度を利用する手口もみられます。万が一身に覚
えの無い方は早急にご連絡下さい。こちらで確認
業務を取らせて頂きます。」と記載されているハガ
キが送られてきたという相談が寄せられました。

おかしいな？と思ったら　すぐに相談
・茨城県消費生活センター �０２９－２２４－４７２２
・常陸大宮市消費生活センター
 （市役所商工観光課内）�５２－２１８５（直通）
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＊敬称略・小数点以下の数値は、同姓または同名に伴う按分によるものです。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号５

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

常
陸
大
宮
市
議
会

　

平
成　

年
第
４
回
臨
時
会
が
、
８

１８

月　

日
、
新
市
議　

人
が
出
席
し
開

２２

２６

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
正
・
副
議
長
の
選

出
及
び
、
常
任
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
案
件

�
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

�
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
砂
川
清
実
（
富
岡
）

議
員
提
出
の
案
件

�
常
陸
大
宮
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
議
長
・
副
議
長

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
��
�
�
�

�
��
�
��
�
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�
��
�
�
�
�

�
��
�
��
�
�
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�
�

◇
各
常
任
委
員
会
委
員
の
構
成

�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
�

�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
��
�
��
�
�
�

�
��
�
��
�
�
�
	

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
��
�
��
�
�
�

�
��
�
��
�
�
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

��
�
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
�
�
�
��
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�
��
�
�
�

�
��
�
��
�
�
�
	

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
�
�
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

�
��
�
��
��
�
�

調査は日本全国すべての事業所が対象です。

　１０月１日、平成１８年事業所・企業統計調査が全国一斉
に行われます。調査の結果は、国、都道府県、市区町村
などがこれからの行政を考える基礎資料となります。
　９月下旬から各事業所に「調査員証」を携行している
調査員が調査票をお届けいたしますので、ご協力をお願
いいたします。

平成18年事業所・企業統計調査
これからの日本を考える基礎になります

���������	
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常
陸
大
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会

常
陸
大
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会



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号６

　常陸大宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年常陸大宮市条例第２号）第６条の
規定に基づき、市職員の任免、給与、勤務状況などについてお知らせします。

■職員の任免及び職員数に関する状況（平成17年度）　 

（２）職員数の状況

合計
公営企業等会計部門特別行政部門一 般 行 政 部 門

区　分
小計国保

介護
下水
道水道病院小計消防教育小計土木商工農林

水産衛生民生税務総務議会

６４８７２１５２１２４１２１９２７９１１３３８４４７９４８３８７７２７１３１７Ｈ１７．４．１

６３１６８１２１７２８１１１８６８０１０６３７７４９１１４６３７７８２５１２４７Ｈ１８．４．１

▲１７▲４▲３▲４４▲１▲６１▲７▲７２２▲２▲１１▲２▲７増減

※H１７．４．１より、大宮地方広域組合の解散に伴い全ての職員（１１人）が常陸大宮市の職員となっています。

（１）採用者数の状況

＊１医師、栄養士、保健師、看護師等をいいます。
＊２単純な労務に雇用される職員で、自動車運転手、技術員、調理手等をいいます。
＊３自己都合、死亡、免職等による退職です。

退　　職　　者　　数採　用　者　数
区　　分

合　計その他＊３勧　奨定　年合　計短大・高校卒大学卒

１５２８５一 般 職 員

２２医 療 職 員＊１

２１１３２１消 防 職 員

１１技能労務職員＊２

２０３８９３２１合　計

■職員の給与の状況（平成18年４月１日現在）　 

（１）平均給料月額、平均年齢の状況

平均年齢平均給料月額区　分

４４歳４月３４９，８００円一般行政職

４７歳６月２７４，９００円技能労務職

（２）初任給の状況

高校卒短大卒大学卒区　分

１３８，４００円１５１，０００円１７０，２００円一般行政職

１５６，２００円１７３，３００円１９５，０００円消 防 職

１３５，６００円－－技能労務職

※議長、副議長、議員の報酬については平成１８年７月１日現在です。

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満区　分

３７８，６００円３２９，７００円２７６，６００円大学卒一
般
行
政
職

３３０，０００円２９２，０００円２５１，０００円短大卒

３３３，７００円２８０，２００円２３６，２００円高校卒

（３）経験年数別平均給料月額の状況
（４）特別職の報酬等の状況

期末手当給料・報酬の月額区　　　分

６月期１．７月分
１２月期１．６月分
　　計３．３月分

８２０，０００円
給　
　

料

市 長

６４３，０００円助 役

６１２，０００円収 入 役

６００，０００円教 育 長

３３４，０００円報　

酬

議 長

２９０，０００円副 議 長

２６０，０００円議　 　 　 員

（５）主な職員手当の状況

支 給 額 等手 当 名

○扶養親族を有する職員に支給　配偶者１３，０００円／月
配偶者以外２人まで６，０００円／月・３人目から５，０００円／月
扶養親族である満１６歳～満２２歳の年度末までの者は５，０００円加算

扶 養 手 当

○自己所有の家に居住するか、借家等に居住し家賃を支払っている職員に支給
借家・借間：家賃の額に応じて２７，０００円を限度に支給（家賃１２，０００円を超える場合に限る）
自宅　　　：月額２，５００円（新築又は購入し５年間に限る）

住 居 手 当



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号７

支 給 額 等手 当 名

○通勤距離が１km以上の職員に支給　１０kmまで８００円／km・１０km以上２００円／km（限度額１４，６００円）通 勤 手 当
○正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
（午後１０時から翌日午前５時までの勤務の場合、それぞれ０．２５加算）
勤務日における時間外勤務１時間につき　当該職員の時間単価×１．２５
週休日における時間外勤務１時間につき　当該職員の時間単価×１．３５

時 間 外
勤 務 手 当

○著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とする職員に支給

特
殊
勤
務
手
当

①市税事務特殊勤務手当　市税の賦課及び徴収に関する事務に従事した職員　月額２，０００円
②火葬場斎場業務特殊勤務手当　火葬場斎場業務に従事した職員　月額５，０００円
③社会福祉業務手当　福祉事務所において，生活保護を担当する職員　月額５，０００円
④簡易水道事業に従事する職員の特殊勤務手当　簡易水道事業に従事した職員　月額２，０００円
⑤消防業務出動特殊勤務手当　火災その他の災害に出動した職員　１回３００円
⑥救急業務出場特殊勤務手当　救急業務に従事した職員（救急救命士）１回５１０円／（一般隊員）１回３００円
⑦救急救命士特殊勤務手当　救急隊員のうち救急救命士の資格を有する職員　月額５，０００円
⑧水道業務手当　水道業務に従事した職員　月額２，０００円

代
表
的
な
手
当
の
例

○基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期期末手当基礎額×１．４月分
１２月期　　　〃　　　×１．６月分

※期末手当基礎額＝給料月額＋扶養手当＋役職加算額（役職加算額は給料月額に役職に応じて５～１５％を加算した額）
期 末 手 当

○基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給　６月期勤勉手当基礎額×０．７２５月分
１２月期　　　〃　　　×０．７２５月分

※勤勉手当基礎額＝給料月額＋役職加算額（役職加算額は給料月額に役職に応じて５～１５％を加算した額）
勤 勉 手 当

○宿日直勤務をした職員に支給　勤務１回につき４，２００円宿日直手当

勧奨・定年自 己 都 合支 給 率

退 職 手 当

２８．０８７５月分２１．０　月分勤続２０年

４３．３３５　月分３３．７５月分勤続２５年

６０．９９　月分４７．５　月分勤続３５年

６０．９９　月分６０．０　月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（４５～５９歳対象２％～３０％加算）その他の加算措置

期　　　　　　　間理　　　　　　　由

妊娠の期間中７日を超えない範囲
妊娠中の女子職員が妊娠嘔吐（つわり）のため勤務
することが困難な場合

出産の日までの申し出た期間
６週間（多胎妊娠の場合にあっては、１４週間）以内
に出産する予定である女子職員が申し出た場合

出産の日の翌日から８週間を経過する日までの期間職員が出産した場合

その都度必要と認める時間。ただし、２時間職員が生後満１年に達しない子を育てる場合

１日父母の祭日の場合

死亡者により１日から最大１０日忌引の場合

７日を超えない範囲内で必要と認められる期間職員が結婚する場合

出産予定日前１６週間目に当たる日から出産の日後２週間以内に２日以内職員の妻が出産する場合

１年に５日以内
小学校就学の始期に達するまでの子を看護のため勤
務しないことが相当であると認められる場合

特別休暇の主なもの

■職員の勤務時間その他の勤務条件の状況　 

（１）勤務時間（平成１８年４月１日現在）

勤 務 時 間 等区　分

午前８時３０分から
 午後５時１５分まで

勤務時間

※特別の勤務に従事する職員（保育所に勤
務する職員等）については上記とは異な
ります。

（２）休　暇

休　暇　期　間　等種　類

１の年について２０日ただし、２０日を限度に繰り越せる年次休暇

１年以内において、公務、私事による負傷又は疾病のため
に療養する場合で、必要と認める期間

療養休暇

選挙権の行使、結婚、出産等の他特別の理由により勤務し
ないことが相当である場合

特別休暇

配偶者、父母、子等の親族を負傷、疾病又は老齢により、２週
間以上にわたり介護する職員に対し、６月を限度に付与（無給）

介護休暇

（５）主な職員手当の状況（続き）



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号８

■職員の分限及び懲戒処分の状況（平成17年度）　 

懲戒処分の状況

免職停職減給戒告処　分　事　由

法令に違反した場合

職務上の義務に違反しまたは
職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合

－－－－合　　　計

分限処分者の状況

合計休職免職降任処　分　事　由

勤務実績が良くない場合

１１心身の故障の場合

１１職に必要な的確性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減
少により廃職、過員を生じた
場合

刑事事件に関し起訴された場合

２１１－合　　　計

■職員の服務の状況（平成17年度の新規承認者）　 
（１）育児休業承認状況

計女性男性区　　分

５５取　得　者　数

３月以下

承
認
機
関

１１３月超え６月以内

６月超え９月以内

３３９月超え１年以内

１１１年超え１年３月以内

１年３月超え

（２）介護休暇承認状況
計女性男性区　　分

－－－取　得　者　数

１月以下

承
認
機
関

１月超え２月以内

２月超え３月以内

３月超え４月以内

４月超え５月以内

５月以上

■職員の研修の状況　 
職員に対する主な研修は「自治研修所」、「市単独」で行われているものです。

受講者数研　修　名　又　は　概　要区　　　　　分

７新規採用職員新 任 職 員 課 程

階
層
別
研
修

５概ね３１歳から３３歳までの非役付職員吏 員 第 ４ 部

１３係長級に昇任した職員新 任 係 長 課 程

１課長補佐級に昇任した職員新任課長補佐課程

２課長級に昇任した職員新 任 課 長 課 程

２部長級に昇任した職員新 任 部 長 課 程

７民法講座、地方自治講座、法制執務講座、訴訟法務講座行 政 基 本

特
別
研
修

３政策形成基礎講座、政策法務講座政 策 研 究

２２意思決定訓練講座、クレーム対応能力向上講座自 己 開 発

１法務マスター研修法 務 マ ス タ ー

３欧州の先進国への派遣海 外 派 遣

１６茨城県への派遣派 遣 研 修

■職員の福祉及び利益の保護の状況（平成17年度）　 
（１）厚生福利
○茨城県市町村職員共済組合
職員は茨城県市町村職員共済組合の組合員になっています。
共済組合の事業

事　業　概　要事 業 名

組合員とその家族の病気、ケガ、出産、死亡、休
業又は災害に対して、必要な給付を行う。

短期給付事業

組合員の退職、障害又は死亡に対して年金又は一
時金の給付を行う。

長期給付事業

健康診断などの健康の保持増進事業、保養施設の
運営、住宅資金の貸付けなどを行う。

福 祉 事 業

（２）公務災害補償の状況
認定件数４件

■公平委員会に係る業務の状況　 

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

－平成１７年度申立件数

－不服申立ての概要　

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

－平成１７年度要求件数

－措置要求の概要　　



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号９

����

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																















������������������������������������������������������������������������	
���������������������
　８月２６日、「宮の郷工業団地」において、茨城県と常陸
太田市合同による総合防災訓練が実施され、本市消防本部
の水槽付ポンプ自動車及び救急車が参加しました。
　今回の訓練の特徴は、孤立地区集団避難訓練で「地震に
より主要道路が陥没し、土砂崩れが起きて住民が避難でき
ず孤立している」という状態を想定し、自衛隊による大型
ヘリを利用した集団搬送や、関係機関・関係団体が連携・
協力して迅速かつ確実な避難誘導及び医療活動を実施する
と言うものです。その他、防災ヘリによる人命救助や救
援・救護訓練、応急手当体験などの訓練が実施されました。
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　８月２７日、辰ノ口「おおみや消防広場」にお
いて第２回の常陸大宮市消防団消防ポンプ操法
大会が開催されました。
　出場した団員は、日頃の訓練の成果を遺憾な
く発揮し、白熱した大会となりました。
【大会結果】
自動車ポンプの部　　　可搬ポンプの部
�������������������

�������������������

�������������������

地震時及び直後の行動 地震後の行動大きく揺れた時の行動

▲座屈ビル救出に援護する常陸大宮消防隊
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▼重症患者をへりに搬送する
常陸大宮救急隊
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　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp
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○水戸北スマートIC社会実験について
　常磐道と国道１２３号が交差する箇所（水戸市飯富町）にETC車専用
の出入口が設置されます。

※ETC車載器を搭載していない車両は通行できません。　
◇実施期間　９月２５日（月）　午後３時～（一般車両）

　～平成１９年３月３１日（土）
◇対象車種　全車種（けん引車・二輪車は除きます）
◇実施時間　２４時間通行可能
◇運用形態　東京方面乗り降り限定（いわき方面へは乗り降りでき

ません。）
◇ご利用上の注意　ノンストップ型ETCではありません。　ゲート

前で必ず一旦停止して下さい。

ETCゲート手前で
必ず一旦停止

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
！

　

７
月　

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
「
夏
の
交

２０

２０

通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
、
山

方
地
域
で
も
運
動
の
一
環
と
し
て
、
７
月　
２７

日
に
国
道
１
１
８
号
上
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
警

察
署
を
は
じ
め
交
通

安
全
協
会
山
方
支
部

及
び
交
通
安
全
母
の

会
山
方
支
部
な
ど
関

係
団
体
の
協
力
の
も

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
ひ
と
り
に
安
全
運

転
へ
の
注
意
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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８
月
９
、　

日
、
宿
里
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ

１０

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
夏
休
み
期
間
中
の
子
ど

も
の
交
通
事
故
防
止
と
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
美

和
地
区
交
通
安
全
母
の
会
主
催
に
よ
る
交
通

安
全
映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
交
通
指
導
員
に
よ
る
反
射
材

を
利
用
し
た
交
通
安
全
に
つ
い
て
や
、
不
審

者
か
ら
の
身
の
守
り
方
な
ど
の
話
も
あ
り
、

参
加
し
た
小
学
生
や
保
護
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号１１

　

７
月　

日
、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

２９

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
第　

回
社
会
を

５６

明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
市
民
の
集

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

集
い
は
、
那
珂
地
区
保
護
司
会
（
会
長　

海
老
根
欣
平
）
の
呼
び
か
け
に
、
那
珂
地
区

更
生
保
護
女
性
会
・
青
少
年
育
成
市
民
会
議
・

青
少
年
相
談
委
員
会
・
連
合
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
団
体
が
賛
同
し
、「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
常
陸
大
宮
市
実
施
委
員

会
（
委
員
長　

矢
数
浩
）
を
設
置
し
開
い
た

も
の
で
す
。

　

集
い
で
は
、
水
戸
保
護
観
察
所
観
察
課
長

永
山
正
明
氏
か
ら
「
子
ど
も
の
心
、
親
知
ら

ず
」
と
題
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
コ
ー
チ

を
通
し
て
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
の
大
切

さ
の
講
話
が
あ
り
、
ま
た
、
非
行
少
年
へ
の

周
囲
の
接
し
方
が
彼
の
人
生
を
ど
う
変
え
て

い
く
か
を
描
い
た
ビ
デ
オ
「
二
つ
の
道
」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
参
加
し
た

多
く
の
方
々
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
自
分
の
歯
で
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む
し
歯
は
３
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
急
増

し
ま
す
が
、
５
、
６
歳
ご
ろ
は
永
久
歯
も
生

え
て
く
る
大
切
な
時
期
。
そ
こ
で
市
で
は
、

４
月
か
ら
６
月
に
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園

で
園
児
や
保
護
者
を
対
象
に
、
む
し
歯
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
保
育
士
に
よ
る
手
づ
く
り
の
紙
芝

居
や
寸
劇
で
歯
に
つ
い
て
の
興
味
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歯
科
衛
生
士
が
子
ど

も
た
ち
の
歯
の
汚
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
。
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
の
方
法
を
学
び
、
園
児
た
ち
は
真
剣

に
歯
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
親
の
仕
上
げ
磨
き
は
必
要
で

す
。
９
歳
ご
ろ
ま
で
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

も
が
ん
ば
っ
て
磨
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
む
し
歯
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
早

く
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
む
し
歯
は

思
っ
た
よ
り
進
ん
で
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
歯
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
の
変
化
や
多
様
化
に
よ
る
生
活
習

慣
病
は
、
大
人
ば
か
り
で
な
く
偏
食
や
甘
い

お
菓
子
な
ど
を
食
べ
続
け
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で

は
担
任
及
び
養
護
教
諭
・
給
食
担
当
栄
養
士
・

保
健
師
の
メ
ン
バ
ー
で
小
学
４
年
及
び
中
学

２
年
生
を
対
象
に
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
食
べ
た
物
が
身
体
の
中
で
ど

の
よ
う
に
吸
収
さ
れ
る
か
を
学
び
、
食
品
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
見
な
が
ら
今
日
の
給
食
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
に
必
要

な
野
菜
の
量
を
実
際
に
計
測
。
児
童
は
そ
の

量
に
驚
く
と
同
時
に
、
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ

て
い
な
い
こ
と
に
も
気
付
い
た
よ
う
で
す
。

（
小
場
小
児
童
の
お
母
さ
ん
の
感
想
）
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こ
れ
は
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
年
長
児
と
保
護
者
を
対
象
に
平

成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

１８

　

子
ど
も
た
ち
は
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
バ
ン
ダ

ナ
を
か
ぶ
り
、
目
を
輝
か
せ
て
調
味
料
を
混

ぜ
た
り
、
食
品
を
洗
っ
た
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン

で
炒
め
た
り
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
盛
り
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
大
半
は
仕
事

を
持
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
で
す
。
お
母
さ
ん

も
家
で
は
つ
い
忙
し
く
、
子
ど
も
と
一
緒
に

料
理
を
す
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、

「
こ
れ
を
機
会
に
一
緒
に
料
理
を
し
て
み
よ

う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で

す
。
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す

る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
も
、
管
理
栄
養
士

と
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
は「
食
」

に
対
す
る
応
援
を
し
て
い
き
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年９月号１２

　解散式のあいさつ（Ａ班） 長倉小学校　古田土　千晶

操舵室で船長さんの気分を

旭山動物園
ペンギンを頭上に！水中トンネルを…。

一面のラベンダー。良い香りに包まれて

美瑛町
約16㎞のサイクリングで記念写真！
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Ａ班：Ｈ１８．７．２３～７．２７
Ｂ班：Ｈ１８．７．３１～８．４

　私は、ふれあいの船で北海道
に行くことを去年の６年生から
聞いて知っていました。そして、
たくさんの思い出が残るような
旅だと言うことを知りました。
説明会へ行くと、たくさんの小
学校の人が来ていて、こんなに
たくさんいるのだから友達もた
くさんできるなと思いました。

　係を決めたり、バンダナに名前を書いたりして、本当に友達と北海道
に行けるんだという実感がわいてきました。説明を聞いていても早く出
発の日が来ないかなと楽しみになりました。この旅では、たくさんのこ
とが学べると思います。
　その１つは、友達の大切さです。友達と行動することで、いろいろな
ことで協力し、助け合えると思います。その他にもたくさん学ぶことが
あると思います。どれも成長するのに大事なことだと思います。
　そして、ふれあいの船だというように、たくさんの人とふれあい、楽
しい思い出をたくさん残したいと思います。
　この旅は、私にとって忘れられない旅になると思います。

　学校の友達、地域の友達な
ど、みんなと行く始めての北海
道、大洗港に着くと、私はドキ
ドキ・ワクワク心がはずんでい
ました。
　そして、７月23日午後６時
30分、大洗港から苫小牧港へ
とフェリーが出発しました。
　私がこの４泊５日で楽しかっ

たことが３つあります。
　１つ目はサイクリングです。美瑛町をサイクリングした時には、牧場
に羊がいたり、馬がいたり、牛がいたりして北海道はとても広いと思い
ました。２つ目はアイスクリーム作りです。みんなで協力して作ったア
イスクリームは、買って食べるアイスクリームよりおいしかったです。
３つ目はバスでの移動です。ガイドさんとクイズを楽しんだり、性格を
調べるゲームをしたり、友達とゲームをして楽しかったです。
　そして、私が「ふれあいの船」に参加して一番良かったことは、新し
い友達が出来たことです。始めた会った人に話かけられたら、たくさん
の友達が出来ました。ふれあいの船で出来た友達を、これからも大切に
したいです。「ふれあいの船」に参加して、スローガンの通り「いつまで
も心に残る思い出を」が出来て良かったです。

　出発式のあいさつ（Ｂ班） 大宮西小学校　田口　真純　
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常
陸
大
宮
市
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
「
語
学
の
向
上
を
図
る
」「
国
際
相
互
理
解

を
深
め
る
」「
視
野
を
広
め
、
豊
か
な
人
材
育
成

を
め
ざ
す
」
と
い
う
３
つ
の
目
的
で
中
学
生
海

外
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
市
内
の
中
学
３
年
生　

人
と

６７

引
率
者
８
人
の　

人
の
団
員
は
、
８
月　

日
に

７５

１５

日
本
を
発
ち　

日
ま
で
の
８
日
間
、
オ
ー
ス
ト

２２

ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
交
流
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

南
半
球
で
の
異
文
化
に
触
れ
た
１
週
間
は
、

生
徒
達
の
心
に
様
々
な
思
い
出
を
残
し
た
よ
う

で
す
。

＜研 修 内 容＞
①事前研修・結団式　４回（各自及びグループ
別テーマの設定と事前調査、英会話練習など）

②自然・異文化学習
③４つのハイスクールでの交流学習
Ａ班　ヒースコート・ハイスクール
Ｂ班　ポートハッキング・ハイスクール
Ｃ班　エンガディン・ハイスクール
Ｄ班　ジャナリ・ハイスクール

⑤ホームステイ（４泊）
⑥事後研修　２回
⑦報告会（８月30日）

○「
靴
を
脱
が
な
い
」「
お
風
呂
は
シ
ャ

ワ
ー
だ
け
」
な
ど
、
研
修
テ
ー
マ
の
事

前
調
査
の
情
報
以
外
に
も
、
自
分
た
ち

の
生
活
様
式
と
の
違
い
を
た
く
さ
ん
体

験
で
き
た
。
ま
た
、
語
学
力
を
も
っ
と

磨
く
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
た
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
や
研

修
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
の
違
い
等
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
８
日
間
だ
っ
た
。
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

○
食
生
活
の
違
い
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑

う
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
私
達
を
迎
え

て
く
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の

優
し
さ
に
触
れ
、
充
実
し
た
研
修
だ
っ

た
。
今
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
８
日
間
を
通
し

て
、
他
校
と
の
交
流
も
深
ま
っ
た
。
自

分
た
ち
の
語
学
力
も
向
上
で
き
た
り
、

研
修
テ
ー
マ
の
文
化
の
違
い
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
す
ば
ら
し
い
研
修

と
な
っ
た
。

研
修
者
の
感
想
か
ら

結団式 日本文化の紹介と体験
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�

◆
研
修
の
成
果
◆

１　

各
個
人
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
事
前
研
修
を

行
い
、
現
地
で
の
研
修
も
目
的
を

も
っ
て
取
り
組
め
た
。

２　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や
自

然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
国
際
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

現
地
で
の
交
流
学
習
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、

語
学
力
の
向
上
が
見
ら
れ
た
。

４　

８
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、
参
加

し
た
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
言
葉
や
習

慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
視
野
を
広

げ
る
と
と
も
に
自
信
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

ハイスクールでの交流体験
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（
７
月　

日
〜
８
月
４
日
）

３１

　

御
前
山
地
域
・
美
和
地
域
・
緒
川
地
域
の

小
学
４
〜
６
年
生　

人
の
参
加
の
も
と
、
御

４１

前
山
青
少
年
旅
行
村
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
御
前
山
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
昔
遊
び
を
は
じ
め

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
カ
ヌ
ー
に
よ
る
那

珂
川
下
り
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
、

参
加
者
は
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

����������������
 （８月１４日　旧国民宿舎御前山荘前河原）
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（８月１４日　旧国民宿舎御前山荘前河原）
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夏
休
み

親
元
を
離
れ
て

夏
休
み�

親
元
を
離
れ
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
�

ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
�
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��������	
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�� （８月２０日　富岡橋下河川敷）
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 （８月１９日　清流公園）

����������	�
������

����������	
�������

��������	
���������

���

��������	
���������

��������	
���
����

��������	
���������

��������	
	��������

������

�
�
�
�
�
�
�
�

�

��
�
�
�
�

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ

れ
、
大
宮
地
域
の
小
学
２
〜
６
年
生　

人
が
参

３９

加
し
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
校
生
会
、

茨
城
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
子

ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
親
水
庵
の
方
々
の
協
力
の
も
と

そ
ば
打
ち
体
験
。
思
い
思
い
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
成
し
ま
し
た
。

夜
は
、
県
立
小
瀬
高
校
の
竹
本
先
生
に
よ
る
星

の
お
話
や
、「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
お
話
会
を
楽
し
み
、
作
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
茨
城
大
学
の
学
生
に
よ
る
自
然

お
も
し
ろ
理
科
実
験
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
こ
の
２
日
間
、
色
々
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
生

や
高
校
生
と
の

ふ
れ
あ
い
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
壊
す

の
は
残
念
で
し

た
が
、
み
ん
な

の
心
が
一
つ
に

な
っ
て
良
か
っ

た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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（
８
月

日
〜

日
）

（
８
月　

日
〜　

日
）

１７１７

１８１８
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☆順不同・敬称略

は
泳
力
測
定
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
良
い
記
録
が
残
せ
た
よ
う

で
す
。

　

美
和
地
域（
８
月
２
日
〜
８

日
）で
は
、
嶐
郷
・
檜
沢
小
学
校

プ
ー
ル
に
お
い
て
、
地
域
内
の

小
学
１
年
か
ら
６
年
生
１
２
３

人
が
参
加
し
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
市
体
育

指
導
員
や
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
楽
し
く
泳
ぎ
の
力
を

付
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

真
夏
の
太
陽
の
も
と
、
小

学
生
を
対
象
に
し
た
水
泳
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
宮
地
域
（
７
月　

日
〜

２８

８
月
６
日
）
で
は
、
大
宮
西

小
学
校
の
プ
ー
ル
を
利
用
し

て
、
地
域
内
に
住
む
小
学
３

年
か
ら
６
年
生
約　

人
が
参

８０

加
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
間
と
も
天
候
に
恵
ま

１０
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み

な
が
ら
も
真
剣
な
顔
で
、
市

体
育
指
導
員
の
指
導
を
受 

け
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
に

����������	
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６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
美
和
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
剣
道
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
８
回
開
催
さ
れ
、
小
学
１
年

か
ら
６
年
生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１８

　

参
加
し
た
児
童
は
、
美
和
剣
道
ク
ラ

ブ
指
導
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一

生
懸
命
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
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（
主
催（
財
）日
本
卓
球
連
盟
））

　

５
月
４
日
、
東
海
村
立
東
海
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら
出
場

し
た
５
人
の
選
手
が
入
賞
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

ホ
ー
プ
ス
女
子
の
部

　

第
３
位　

小
室　
　

彩
（
嶐
郷
小
）

バ
ン
ビ
男
子
の
部

　

準
優
勝　

岡
山　

政
伸（
美
和
幼
稚
園
）

　

第
３
位　

飯
村　

直
哉
（
大
宮
小
）

バ
ン
ビ
女
子
の
部

　

優　

勝　

寺
門　

春
奈
（
大
宮
西
小
）

　

第
３
位　

岡
山　

千
夏
（
大
宮
西
小
）

　

入
賞
し
た
選
手
た
ち
は
、
７
月　

〜
２８

　

日
、
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
、
全
日
本

３０選
手
権
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部

に
進
出
し
健
闘
し
ま
し
た
。
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�
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（
主
催（
財
）日
本
卓
球
連
盟
））

　

６
月　

日
、
東
海
村
立
東
海
体
育
館

１７

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
市
卓
球
連
盟
所

属
の
球
友
ク
ラ
ブ　

が
入
賞
し
ま
し
た
。

Jr

男
子
団
体
の
部

　

第
９
位　

球
友
ク
ラ
ブ　
Jr.

（
箕
口
千
博
、
相
田
智
洋
、

飯
村
卓
斗
）

女
子
団
体
の
部

　

第
６
位　

球
友
ク
ラ
ブ　
Jr.

（
助
川
実
咲
、
寺
門
優
花
、

小
室　

彩
、
桑
名
芽
依
）

　

球
友
ク
ラ
ブ　

は
、
８
月　

、　

日
、

Jr

１１

１２

筑
西
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ホ
ー
プ
ス

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
、
女

子
団
体
の
部
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

▲大宮地域の水泳教室の様子

▲美和地域水泳教室の様子
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● ▲下小瀬ママさんバレーの皆さん
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７
月　

日
、
西
部

３０

総
合
公
園
体
育
館
に

お
い
て
開
催
。
市
内

か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

１３

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

優　

勝　

下
小
瀬
マ
マ
さ
ん

 

バ
レ
ー

準
優
勝　

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ

第
３
位　

上
郷
マ
マ
さ
ん

　
　
　
　

ウ
イ
ン
グ
ス

����

　

８
月
１
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
、
山
方

運
動
公
園
野
球
場
、
山

方
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、市
内
、

市
近
郊
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加

２０

し
、
熱
戦
の
末
、
第
一
中
が
優

勝
し
ま
し
た
。

優　

勝　

第
一
中

準
優
勝　

桂　

中
（
城
里
町
）

第
３
位　

瓜
連
中
（
那
珂
市
）

　
　
　
　

生
瀬
中
（
大
子
町
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲第一中の皆さん
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本
校
は
、
市
の
北
部
に
位
置
し
、
校
歌
に

歌
わ
れ
て
い
る
「
御
領
平
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
高
台
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
を
八
溝
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
学

校
の
近
く
を
緒
川
が
流
れ
、
静
か
で
自
然
環

境
の
豊
か
な
所
で
す
。

　

昭
和　

年
に
開
校
し
、
今
年
で
創
立　

年

４４

３８

目
を
迎
え
ま
し
た
。
年
々
生
徒
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
し
、

個
に
応
じ
た
指
導
に
努
め
、
学
習
に
部
活
動

に
日
々
目
標
を
持
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
県
立
小
瀬
高
等
学
校
と
連
携

し
「
中
高
一
貫
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
校
と
中
学
校
が
教
育
課
程
の

編
成
や
教
員
の
交
流
に
よ
る
授
業
、
生
徒
間

の
交
流
を
深
め
、
生
徒
の
能
力
や
可
能
性
を

伸
ば
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
や
生
き
る
力
を

培
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

小
瀬
高
等
学
校
と
本
校
教
員
が
交
流
し
、

Ｔ
Ｔ
授
業
や
少
人
数
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

数
学
科
で
は
本
校
教
員
２
人
と
高
校
教
員

の
３
人
で
授
業
を
行
い
、
個
に
応
じ
た
指
導

や
課
題
別
学
習
な
ど
生
徒
の
能
力
や
意
欲
を

伸
ば
す
多
様
な
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
の
教
員
が
高
校
の
授
業
に
係

わ
る
こ
と
で
卒
業
後
も
継
続
し
て
学
習
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

（高部454　�58－2549　生徒数111人）
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めざす生徒像

　

ま
た
、
そ
の
他
の
教
科
で
も
教
員
の
交
流

に
よ
り
効
果
的
な
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
理
科
と
家
庭
科
で
、
高
校
の
教

員
に
よ
る
指
導（
ス
ポ
ッ
ト
的
授
業
）を
行
っ

て
い
ま
す
。
よ
り
専
門
的
な
指
導
で
生
徒
は

興
味
・
関
心
を
も
っ
て
、
学
習
意
欲
を
高
め

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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バ
レ
ー
部
な
ど
で
、
中
学
校
と
高
校
と
で

合
同
練
習
会
を
行
い
、
技
術
の
習
得
と
と
も

に
運
動
を
通
し
て
の
異
年
齢
集
団
の
交
流
を

活
性
化
し
、
豊
か
な
感
性
を
培
い
、
た
く
ま

し
い
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
中
高
を
通
し

て
の
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
地
域
学
習
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
地
域
の
産
業
と
し
て
、
し
い
た

け
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
を
講

師
に
招
き
、
駒
打
ち
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土

料
理
を
学
ん
だ
り
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
郷
土
の
食
文
化
や
特
産
物
を
知

り
郷
土
の
良
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

�
�
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今
年
、
食
育
推
進
基
本
計
画
が
示
さ
れ
、

食
生
活
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
校
で
は
毎
月　

日
を
食
育
の

１９

日
に
し
、
生
徒
と
職
員
で
の
会
食
「
交
流
給

食
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
檜
の
香
漂
う
「
木

の
研
修
室
」
で
、
給
食
主
任
と
学
校
栄
養
職

員
の
食
に
関
す
る
指
導
の
も
と
に
、
自
校
で

の
で
き
た
て
の
給
食
で
会
食
を
行
っ
て
い
ま

す
。
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
と
食
を
通
し

て
の
人
間
関
係
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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地
域
の

方
々
と
と
も

に
、
緒
川
や

道
路
の
清
掃

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区

の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
方
々

と
一
緒
に
道

路
脇
の
花
壇

「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
の
清
掃
も
行
っ
て
い

ま
す
。
校
外
生
徒
会
が
主
体
と
な
っ
て
の
本

校
伝
統
の
活
動
で
す
。

　

そ
の
他
、
地
域
の
福
祉
施
設
訪
問
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
と
と
も
に
奉
仕
す
る

こ
と
で
心
や
さ
し
い
生
徒
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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今
か
ら
三
十
五
年
前
の
昭
和
四
十
六
年
八

月
、
当
時
の
岩
上
二
郎
県
知
事
が
千
田
地
区

を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
数
年

に
わ
た
る
田
園
都
市
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
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戦
後
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
民
主
化
政
策

が
進
め
ら
れ
る
中
で
、「
新
生
活
運
動
」
ま
た

は
「
生
活
改
善
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
運
動
が

家
庭
生
活
の
レ
ベ
ル
か
ら
起
こ
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
の
鳩
山
内
閣
か
ら
政
府
と
し
て

も
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
生
活
形
態
の
形
式
ば
っ
た
慣
習
や
非
効

率
な
様
式
を
廃
し
て
合
理
的
で
民
主
的
な
生

活
習
慣
に
改
め
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
新

生
活
運
動
に
よ
る
民
主
化
の
流
れ
は
、
地
域

や
家
庭
と
い
っ
た
個
人
の
生

活
に
直
接
関
係
す
る
と
こ
ろ

ま
で
及
び
、
環
境
衛
生
の
改

善
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
、

家
族
関
係
の
民
主
化
、
迷
信

や
因
習
の
排
除
な
ど
が
主
眼

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
広
報
誌
を
見
る

と
、
正
月
や
お
盆
を
新
暦
で

迎
え
よ
う
と
い
う
暦
の
一
本

化
や
休
日
の
定
ま
っ
て
い
な

い
農
家
の
人
々
に
も
農
休
日

を
設
け
る
呼
び
か
け
な
ど
が

載
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
運
動

の
底
流
に
は
「
後
進
性
を
克

服
し
て
便
利
で
快
適
な
生
活
を
」
と
い
う
思

想
が
流
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の

運
動
は
昭
和
五
十
年
前
後
に
再
燃
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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緒
川
地
域
の
中
で
も
栃
木
県
に
接
し
て
い

る
千
田
地
区
は
道
路
や
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
地
域
で
し

た
。
昭
和
四
十
六
年
八
月
、
当
時
の
岩
上
二

郎
知
事
が
千
田
地
区
を
訪
れ
、
区
民
の
意
見

を
聞
く
「
知
事
と
語
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
田
園
都
市
建
設

推
進
協
議
会
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
田
園
都

市
と
は
、「
僻
地
」（
都
市
か
ら
離
れ
た
交
通

の
不
便
な
地
）
を
中
心
に
住
宅
を
は
じ
め
と

す
る
居
住
環
境
を
整
備
し
、
地
域
を
活
性
化

す
る
た
め
に
選
定
さ
れ
た
地
区
で
す
。
当

時
、
岩
上
知
事
の
下
で
全
県
的
に
田
園
都
市

建
設
に
関
す
る
運
動
が
盛
り
上
が
り
の
機
運

を
見
せ
て
お
り
、
他
市
町
村
で
も
同
様
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
千
田
で

は
そ
れ
ら
の
自
治
体
に
も
数
回
視
察
に
行

き
、
ま
た
受
け
入
れ
も
行
な
う
な
ど
積
極
的

な
活
動
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
一
環
と
し
て
田
園
都
市
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
共
同
霊
堂
の
建
設
、
道
路
改

修
、
地
区
独
自
の
上
水
道
設
置
（
緒
川
地
域

で
最
初
）
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

五
十
一
年
に
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
自
宅
で
行
な
わ
れ
て
い
た
結
婚
披
露
宴

や
葬
儀
の
会
場
と
し
て
安
価
に
貸
し
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
共
同
霊
堂
が
地
区
共
有

の
霊
園
と
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
当
所
は
墓
苑

の
計
画
で
し
た
が
、
当
時
、
土
地
は
農
地
と

し
て
重
要
な
た
め
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
墓
石
の
競
争
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は

生
活
改
善
運
動
の
方
針
に
反
す
る
と
い
う
憂

慮
も
あ
り
、
納
骨
堂
と
い
う
形
で
完
成
を
み

ま
し
た
。

　

知
事
の
提
唱
に
よ
る
山
村
改
善
の
都
市
構

想
が
、
生
活
の
民
主
化
・
簡
素
化
と
連
動
す

る
形
で
他
地
域
に
は
な
い
大
き
な
運
動
と

な
っ
た
の
が
千
田
地
区
の
特
徴
と
い
え
ま

す
。
霊
堂
は
現
在
で
も
地
区
で
管
理
が
行
な

わ
れ
、
月
一
回
の
清
掃
、
建
物
の
修
繕
な
ど

が
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
田
で

は
こ
れ
ら
の
建
設
費
用
を
自
治
体
と
地
区
が

共
同
で
担
っ
た
た
め
、
七
十
戸
の
家
庭
に
そ

れ
ぞ
れ
分
担
金
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

返
済
が
済
ん
だ
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
だ
と

い
い
ま
す
。
当
時
と
し
て
は
上
水
道
の
完
備

は
渇
水
に
左
右
さ
れ
な
い
危
急
の
願
い
で

あ
っ
た
半
面
、
分
担
金
は
過
重
で
あ
り
、
区

民
の
手
に
よ
る
運
営
に
は
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
各
世
帯
で
の
高
齢
化
、

若
年
層
の
都
市
へ
の
流
出
が
進
む
中
で
霊
堂

等
の
運
営
に
参
加
で
き
な
く
な
る
家
も
増
え

て
い
ま
す
。
三
十
年
を
経
て
、
地
域
運
営
の

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

※
千
田
区
長
蓮
田
洋
之
氏
、
富
子
氏
に
聞
き

取
り
の
た
め
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�
千
田
地
区
の
共
同
霊
堂

��������	
�

�
千
田
地
区
で
管
理
し
て
い
る
田
園
都
市
セ
ン

タ
ー
関
係
資
料（
一
部
）
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　結核は、過去の病気だと思っていませんか？
　結核は、今もなお全国で年間３万人もの新規患者が発
生し、約３千人の方が亡くなっている我が国最大の感染
症です。
　結核が何よりも怖いのは、自分が結核だと気付かないままに重症化したり、周囲の人々に感染させ
てしまうことです。結核を正しく知ることが、結核予防への第一歩です。結核予防週間を機会に、結
核について考えてみましょう。
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■結核はどのようにして感染するの？
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　タン
� �

の中に結核菌が出るようになった重症の結核患者が、セキやくしゃみ
をするとしぶきが飛び散ります。このしぶき（飛沫）の中の結核菌を吸い込
むことで、感染の機会が生じます。
　（タン

� �

に菌がでていない状態であれば，他の人にうつす恐れはありません）

■結核を予防するためには…

■どんな症状があるの？
　初期の症状はカゼに似ていますが、自己判断せず、
次のような症状があれば早めに医療機関を受診しましょう。

①２週間以上続くセキ・タン（血タン）
②発熱（ときに微熱）
③胸痛
④倦怠感（体がだるい、活力がない）
⑤体重の減少

　現在でも、結核の集団感染の発生はなかなか減りません。高齢者の間では、若い頃に感染しそのまま発病
せずに眠っていた菌が、体力・抵抗力が低下した時に目を覚まし発病することがあります。
　また、若い世代の多くは結核に感染したことがないため、結核菌を吸い込むと感染しやすく比較的早い時
期に発病することがあります。
　しかし、結核は注意をしていれば予防することができます。例え感染してしまったとしても、発病する確
率は10人に１人です。早期発見のためには、職場や地域で行われている健診を必ず受診しましょう。

進んで受けよう結核検診
　職場や地域での健診を受けることで、早期発見ができます。感染予防のためにも早期発見・早期治療が
大切です。積極的に健診を受診しましょう。

赤ちゃんは早めにBCG接種を
　抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると重症になりやすく、生命を危ぶむことすらあります。生後
６ヶ月までにBCG接種を受けましょう。

結核に対する抵抗力を高めよう
　結核にかぎらず、抵抗力が低下すると、外敵を排除しようとする防御力が落ちてさま
ざまな病気がおこってきます。日頃から抵抗力をつけるような生活を心がけましょう。
�睡眠をしっかりとる
�栄養バランスのとれた食生活をこころがける
�適度な運動を習慣づけ心身ともにリラックスした毎日をおくる
�外出から帰ったら、うがい手洗いを励行する
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�美和かわせみの会のおはなし会� ��������

�名作映画劇場�第三の男�����分�� ��������
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�文学散歩� ���������

�ロゼのつどいのおはなし会� ���������

�めばえの会のおはなし会� ���������

�どんどんちっちのおはなし会� ���������

�はみんぐばあどのおはなし会� ���������
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�子ども放送局
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。

�休日・祝日の当番医　　9/17～10/29
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（82）2781
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
七合診療所（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）

17

（54）7777
0287（88）2056
0285（63）2303

一貫堂クリニック（下町）
林田医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

18

（52）0302
0287（82）2157
0285（63）0320

大曽根内科小児科（栄町）
星医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（84）0001
0285（63）0036

丹治医院（東富町）
水沼医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

24

（52）0116
0287(84)3850
0285(63)5131

小泉医院（上町）
山野クリニック（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

10/1

（53）1111
0287（88）6211
0285（63）1151

志村大宮病院（上町）
青木医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

8

（52）3181
0287（82）2170
0285（64）1122
0285（63）0036

上久保医院（東富町）
阿久津医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」（栃・茂木町）
大兼医院（栃・茂木町）

9

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

15

（53）2115
0287（83）1166
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

22

（53）2282
0287（82）2739
0285（63）5131

高瀬医院（宇留野）
烏山台病院
桜井内科（栃・茂木町）

29
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（８月１日現在・推計常住者）

総人口４７，３９５人（男２３，１００人、女２４，２９５人）
世帯数１６，１４１世帯
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さわやかな　長寿の風を　茨城に

　７月15～17日、８月18～20日の２回にわたり、２泊３日の自然体験交流ツアーを開催し、10家族37人が参加し
ました。これは、市が重点的に進めている「地域間交流事業」の一環で、日本生活協同組合連合会と協力し、首都圏
居住者を誘致することにより地域の活性化を図ろうと、今年度初めて実施したものです。

　期間中は天候が心配されましたが、那珂
川を舞台にしたカヌー体験や地元農家の畑
でのアスパラガスの収穫をはじめ、木工体
験で作ったお箸や器で食べた流しそうめん
や、暑い中生地づくりから挑戦したバーム
クーヘン作りなど、様々な体験を予定通り
行うことができました。
　今後も様々な交流事業を実施し、より多
くの人たちに常陸大宮市を訪れる機会を提
供して行く予定です。

★★
★
★★★

��������	
�
　７月１５日から３日間、花立自然公園を拠点に星のふるさ
と体験ツアーが行われました。このツアーは、豊島区との
交流事業の一環として市が主催し毎年開催しているもの
で、今年で３回目。自然いっぱいの美和地域を楽しもうと
豊島区から８家族２３人が参加しました。
　参加者は竹細工をはじめ、しいたけ
やトマト狩り体験、川遊び、星空観
察会など都会では味わうことがで
きない体験を十分満喫し、親子
のふれあいを深めていました。

ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日

会場地◆常陸大宮市

夏でもスキートレーニング
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講 習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ツリス講習会

　７月８日、市スキー連盟主催により、スキート
レーニング「ツリス」講習会が市役所駐車場で開
催され、市内外のスキークラブなどから３２人が参
加しました。
　ツリスとは、雪のない場所でスキーのトレーニ
ングが可能なインラインスケートに似た器具。講
師には、湯殿山スキー学校代表の渡部三郎先生
（全日本スキー連盟専門委員）を招き、参加者は
熱心に講習を受けていました。

▲ツリス講習会に参加した皆さん


